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　1．はじめに

　標記の会議（ICCP）が，IAMAS（国際気象学・大

気科学協会）の国際雲・降水委員会（会長はカナダの

Issac博士）の主催で2000年8月14日（月）から18日

（金）までアメリカ合衆国ネバダ州リノ市で開催され

た．会議の会場はリノ市の郊外に在るナゲットホテル

のコンベンションホールで，ネバダ大学のHallett教

授が世話役をつとめた．この会議は4年に1回開催さ

れる雲物理の分野では最大の国際会議で，今回も約30

か国から350人以上の研究者が参加した．最初約450題

の発表申し込みがあったが，最終的には口頭発表220題

（内100題は3分問の口頭発表＋ポスター発表），ポス

ター発表130題に絞り込まれた．日本からは，参加報告

の著者らの他に，菊地勝弘（秋田県立大学），高橋　勧

（桜美林大学），前坂　剛（北海道大学），若月泰孝（名

古屋大学）を含めると22名が参加した．

　会議の期問中，火曜日と木曜日のパラレルセッショ

ンを除くと，19の口頭発表のセッションは原則1会場

で行われた．2つのポスターセッションは月曜日と水

曜日の17：30～19：30に行われた（第1図）．その他に，

火曜日夜の「雲物理学の将来展望」と題するパネルディ

スカッション，金曜日夜のネバダ大学Desert
ResearchInstitute（DRI）の見学（第2図）と盛りだ

くさんの内容であった．19のセッションは以下の通り

であった．

セッション

1
2．

3
4．

5．

Introductory　Papers

Aerosol　Microphysics

Warm　Cloud　Microphysics

In－situ　Instruments　and　Associated　Tech－

niques

Remote　Sensing　Instruments　and　Associated

＊　Summary　of　The13th　Intemational　Conference　on

　Clouds　and　Precipitation．

＊1Masataka　Murakami，気象研究所物理気象研究部．

＊2Ryohei　Misumi，防災科学技術研究所水圏地球科学

　技術研究部．

＊3Hiroshi　Uyeda，北海道大学理学研究科．

＊4Kenji　Suzuki，山口大学農学部．

＊5Tetsuya　Kawano，九州大学理学研究科．

＊6Kazuhisa　Tsuboki，名古屋大学大気水圏科学研究

　所．

＊7Hiroyuki　Konishi，大阪教育大学．

＊8Toshio　Harimaya，北海道大学理学研究科．

◎2001　日本気象学会

＊9Naomi　Kuba，地球フロンティア研究システム．

＊10Tsuneya　Takahashi，北海道教育大学．

＊11Masahiro　Kajikawa，秋田大学工学資源学部．

＊12Mizuho　Hoshimoto，気象研究所物理気象研究部．

＊13Sento　Nakai，防災科学技術研究所先端解析技術研究

　部．

＊14Narihiro　Orikasa，気象研究所物理気象研究部．

＊15Tomoki　Ushiyama，地球観測フロンティア研究シス

　テム．

＊16Akihiro　Hashimoto，北海道大学理学研究科．

＊17Sachie　Kanada，名古屋大学大気水圏科学研究所．

＊18Yukari　Shusse，名古屋大学大気水圏科学研究所
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第1図　十分なスペースを確保したポスター会場

　　　　の様子

第2図　ネバダ大学DRIへの見学会の風景

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

Techniques

Precipitation　PI’ocesses

Cloud　Modeling

Parameterization　of　Cloud　Properties

Cold　Cloud　Microphysics

Boundery　Layer　Clouds

Clouds，Aerosols　and　Climate

Cloud　Chemistry

Cloud　Electricity

Hail

Applications　of　Cloud　Physics

Weather　Modification

Large　Scale　Properties　of　Cloud　Fields

Frontal　and　Cirrus　Clouds

Convective　Clouds

　今回の会議の特徴は，15分の口頭発表とポスター発

表に加えて，3分の概要紹介とポスターを組み合わせ

た発表が採用された点である．3分の概要紹介の約半

分が月曜日と水曜日のポスターセッションの後に行わ

れたため，概要紹介が役に立たなかったとの批判が多

かった．毎回，限られた時間のなかで少しでも多くの

発表をできるようにといろいろな方式が試行されるの

だが全員が満足するような方式を見出すのは大変難し

いことである．

　発表論文の内容から見ると，一30。C以下に於ける結

晶成長や水滴・溶液滴の凍結などの実験分野で興味深

い成果発表が多かったように思える．ただ，そのほと

んどが欧米の研究者によるものであったことに少し寂

しさを覚える．パネルディスカッションでは，半数近

いパネラーが異口同音に氷晶発生機構を未解決の重要

な課題として挙げ，その解決に向けた取り組みの必要

性を強調していたのが印象深かった．

　水曜日の夕方，8時から約4時間にわたって国際

雲・降水委員会の運営委員会が開かれ過去4年間の委

員会の活動報告，今回の会議の運営方法の問題点，次

回の開催地の検討などが行われた．前回から設けられ

た副会長にはイスラエルのLevin博士が，今回から設

けられた事務局長には米国NASAのStarr博士が選

任された．委員の改選も行われ，日本からの委員には

2期8年で任期満了となった著者に代わって藤吉康志

教授（北海道大学）が選任された．2004年の第14回国

際会議の開催地はイタリア，日本などを含む6力国が

立候補したが，投票の結果イスラエルのテルアビブま

たはエルサレム市で開催されることになった．

　以下に各分野の最近の研究動向や，初めてこの会議

に参加した大学院生の感想を報告する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村上正隆）

　2．各セッションの報告

　2．1招待講演

　開会セレモニーの直後にそれぞれ15分間の招待講演

が4題あった．一番目はStarr博士（米国NASA）の

「巻雲モデルの比較」と題する講演で，その内容は

GEWEXのGCSSのワーキンググループ2（巻雲シス

テム）の成果報告的色彩の強いものであった．使用さ

れたモデルは1，2，3次元モデルで，雲物理のパラ

メタリゼーションも氷晶の粒径分布を陽に表すビン

法，1次と2次のモーメントのバルク法と色々なモデ

ルで数値実験が行われた．計算から求められた氷水量，

雲底・雲頂高度には非常に大きなバラツキがあり，ま
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だ多くの問題を抱えていることを示していた．Starr

博士は，モデルの次元やパラメタリゼーションによる

系統的な差も見られることから今後のモデルの改良の

手がかりとなるだろうとの見解を示した．

　　2番目の講演はStephens博士（米国CSU）による

「CLOUDSAT：宇宙からの全球雲特性に関する実験

的研究」であった．2003年に打ち上げを予定されてい

るCLOUDSAT衛星は当初ライダーとレーダーを搭

載する計画であったが，予算や搭載重量の制限からラ

イダーを搭載したPICASSO－CENA衛星やEOS－

PM（Aqua）衛星と同期観測を行い種々の測定データ

を取得するように変更になったとのことである．

CLOUDSAT計画では（1）雲の出現頻度の鉛直分
布，（2）雲水量の鉛直分布，（3）氷水量の鉛直分布，

（4）固体および液体降水の発生頻度，（5）雲の光学的

特性などを調べることを主な目的としている．講演で

は3つの衛星の詳細な打ち上げ計画や同期観測の軌

道色々なセンサーの組み合わせによる種々の雲に関

する物理量の導出法などの説明が行われた．一昔前ま

では衛星からの雲に関する情報といえば雲域や雲頂温

度程度であったが，この講演から近い将来，雲に関す

る多種多様な情報が引き出せるようになり，雲・降水

の研究も様変わりするなと思った．

　次にMazin博士（ロシア中央高層気象台）が「雲物

理学における学術用語の一致」と言う少々変わった講

演を行った．博士の主張は学術用語の使用方法や定義

は測定技術や現象の理解度によって時代とともに変

わっていくものであり，学術用語の明快な定義と研究

者がそれに対して共通の認識を持つことがその学術分

野の発展に欠くことができないというものである．そ

のために，早急に国際雲・降水委員会のなかに用語検

討委員会を発足させ，関連分野とも連絡を取りながら

新たに学術用語集を作成し世界中に周知徹底すること

を提案した．

　最後に福田教授（米国ユタ大学）が本会議の1週問

前に米国ミズーリー州ローラ市で開催されたニューク

リエーションと大気工一ロゾルに関する国際会議の様

子を，この分野における最近のトピックスをまじえな

がら報告した．この会議を主催している委員会は国

際・雲降水委員会の下部組織に位置付けられ，当初は

雲核や氷晶核に関する研究発表はこの会議で行うよう

になっており，この2つの会議は密接な関係にあった

が，最近は両方の会議に出席する人は10人足らずとな

り，やや疎遠になりつつあるのが惜しまれる．

2001年5月
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　2．2　エーロゾル／暖かい雲

　セッション2（エーロゾルの微物理）では，4件の

口頭発表と9件のポスター発表が行われた．残念なこ

とにポスター発表はセッション6の自分の発表と重

なってしまい，その詳細を聞くことができなかった．

口頭発表で特に印象に残ったのは，航空機を用いた詳

細な観測データと，それを用いた理論式の検証である．

Chuangら（米国NCAR）は，ACE－2と呼ばれる航空

機観測によるデータに基づき，理論による計算がCCN

（雲核）濃度をやや過大に評価する傾向にあることを示

した．この結果は，雲物理における最も基礎的な過程

である凝結核の活性化においてなお未知の部分がある

ことを示していて興味深かった．一方でSnidersら（米

国ワイオミング大学）は複数のCCN測定器の相互比

較により誤差推定を行い，それを考慮した上で初期雲

粒の数濃度をTwomey（1959）の経験式と比較したと

ころ，両者の差は測器の誤差範囲に入るとした．他に

Devaraら（インド熱帯気象研究所）は12年間にわたる

ライダー観測に基づいた境界層のエーロゾルの量とモ

ンスーン期の雨量について統計的解析を，またRogers

ら（米国CSU）は最近行われた3つの氷晶核観測プロ

ジェクトのレごユーを行っていた．

　セッション3（暖かい雲の微物理）では，Gerber（米

国GerberScientificInc．）による，1秒間に1000回の

高頻度で雲水量を測定できる新しい測器を用いた積雲

の航空機観測が面白かった．この測器を仮に秒速100

m／sの航空機に搭載すると，10cmの空間分解能でサ

ンプリングできることになる．観測結果は，従来型の

1秒1回のサンプリングでは得られなかった，数m程

度の空間スケールをもつ雲水量の極大，極小を示した．

また希釈されずに上昇した空気塊が雲底から900mよ

り上層では検出されなかったことから，積雲に存在す

るとされる「断熱コア（adiabaticcore）」の存在に疑

問を投げかけた．他の発表では，大陸性・海洋性積雲

の微物理的特徴の違いを比較したHudsonら（米国ネ

バダ大学）の発表，Albrechtら（米国マイアミ大学）

の94GHzのミリ波ドップラーレーダーを用いた晴天

積雲の事例解析，Brownら（米国トリニティ大学）に

よる雨滴衝突分裂の新しい定式化，Voh1ら（ドイツ

Johannes　Gutenberg大学）の垂直風洞を用いた水滴

の併合成長の実験と理論式の比較などを興味深く聞い

た．
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　セッション2，3合わせて44件の発表がエントリー

されていたが，その中に日本からの発表は1件もな

かった．その理由はよくわからないが，次回はこのセッ

ションでの日本人研究者の発表を期待したい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三隅良平）

　2．3　その場観測／リモートセンシング観測

　セッション4では，その場計測用の装置と関連した

技術について，口頭発表7件とポスター発表8件が

あった．係留気球観測1件を除いて他は航空機観測用

のセンサーに関する研究であった．雲水量測定を中心

に，凝結核や雲粒子観測装置の紹介やテスト結果の報

告があり，航空機搭載プローブの着実な研究の様子が

うかがわれた．しかし，航空機搭載の雲物理観測装置

に関する研究はアメリカ合衆国とドイツがほとんどで

あることが気になった．

　セッション5では，リモートセンシングの装置と関

連した技術について，口頭発表10件とポスター発表23

件があった．雲レーダーに関する論文5件，偏波レー

ダーに関する論文4件，ドップラーレーダーに関する

論文6件，レーダー反射強度に関する論文2件，ライ

ダー観測に関する論文3件，マイクロ波放射計に関す

る論文5件などが主なものであった．

　雲レーダー（ミリ波レーダー）やライダー搭載の衛

星計画があることから，航空機搭載の雲レーダーやラ

イダーの比較研究（Tinel　and　Testsud；フランス

CETP）が行われるなど，雲レーダーとライダーを用い

た雲観測に関する着実な進歩がみられた．また，マイ

クロ波レーダーによる降水強度測定やドップラー速度

測定に関しては研究がかなり成熟したという印象を受

けた．一方，偏波レーダー（直交2偏波マルチパラメー

ターレーダー）を用いた降水粒子の種類の識別方法は

実用段階を迎えたと言える．Chandrasekarら（米国

CSU）による，偏波レーダーの5つの測定値に高度を

含めた6つのパラメータを用いたファジーロジックに

よる降水粒子のタイプ分類法の開発は注目される．物

理的な意味はあいまいであるが，実用化する上では応

用性の高い方法であると考えられる．発表件数として

は少ない分野であるが，小電力のドップラーレーダー

を用いた降水粒子の落下速度と粒径分布を測定する装

置や，UHF波のウインドプロファイラーとS一バンド

鉛直ドップラーレーダーを用いた降水粒子の落下速度

と粒径分布の統計値に関する研究（Williamsら；米国

コロラド大学）が注目された．他に，衛星観測データ

を用いた雲の識別法に関する論文や雲レーダーによる

層雲の観測結果を評価することを意識した数値実験も

あり，リモートセンシングのセッションは内容が非常

に豊富であった．地上リモートセンシングから衛星リ

モートセンシングまでを一つのセッションにしたため

に件数が多くなり，口頭発表が少なくなったのは残念

であった．しかし，パラレルセッションになっていた

のでポスターの方が興味のある人には聞いてもらえる

という長所があったかもしれない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上田　博）

　2．4　降水過程／雲の電気的性質

　セッション6では，降水をテーマにして雲物理から

メソ気象まで多岐にわたる報告があった．口頭発表は

6件，ポスター発表は10件であった．

観測的研究としてセッションのトップを切って村上

ら（気象研究所）による三国山脈における地形性降雪

雲の観測結果が報告された．雲内の上昇流は1～2m／s

であるが雲頂付近で氷晶生成があり過冷却雲水の見ら

れる雲内で昇華，付着成長で降雪が形成されていた．

続いて橋本ら（北海道大学）はTREX，X－Baiuで観

測された雨滴粒径分布の降水タイプによる違いについ

て報告した．Garcia－Garciaち（メキシコシティー大

学）はメキシコシティーでピックアップトラックに

OAP（Optical　Array　Spectrometer　Probes）を搭載

し観測を行った．List6厩1．（1987）の雨滴粒径分布の

多重ピークが降水の発達段階によりその現れ方が異な

ることを報告したが，1例のみの紹介で今後のさらな

る解析と多くの観測例が期待された．Lovejoyら（カ

ナダMcGi11大学）は2台のストロボと3台のカメラ

を用いた地上における雨滴粒径分布の測定結果を報告

した．データサンプルの写真が会場で回覧されたが，

測定範囲（視野）の広さからデータ解析の困難さが想

像された．Kolliasら（米国マイアミ大学）は915MHz

ドップラーレーダーを用いて雨滴粒径分布の推定を行

うために対流コアの観測を行った．上昇，下降流も雨

滴粒径分布を決める1つの要素となっていると報告し

た．Jiangら（米国工一ル大学）は3次元モデルを用い

て山岳周辺における降水量分布を計算し，降水量分布

は山岳の大きさと風速に関連していることを報告し

た．

　日本からは川野ら（九州大学）による3次元雲モデ

ルの結果，三隅（防災科学技術研究所）によるJAT－

MEXのスコールラインのモデルの結果，金田ら（名古
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屋大学）による九州西方で観測された長続きするライ

ン上エコーのレーダー観測結果，鈴木（山口大学）に

よる熱帯対流性雲と台風からの雨滴粒径分布に関する

報告，前坂ら（北海道大学）によるGAME／HUBEXに

おける降水システムのデュアルドップラー観測結果が

ポスターセッションで発表された．

　セッション13では7件の口頭発表と4件のポスター

発表があった．残念ながら日本からの発表はなかった

が，セッションの印象として高橋（桜美林大学），

Saunders（UMIST）やHallett（DRI）を中心とした

活発な議論が行われていた．発表では観測，実験，数

値計算とさまざまな角度からの研究成果が報告され

た．Lathamら（米国NCAR）はOTDとTRMM／LIS

とTMIデータを用いてリモートセンシングの立場か

ら雷活動における氷粒子の重要性を報告したが，大陸

でのデータが主であり海洋上のデータが不足している

という指摘もあった．数値モデルによる研究では，

Tinsley（米国テキサス大学）が水滴が電荷を持つと

エーロゾルの捕捉（Electroscavenging）効率がいいこ

とから電荷を持った幅の広い粒径分布をした雲粒から

なる雲では接触凍結による氷晶生成が大きな氷粒子形

成にとって支配的であることを示した．Gadianら（英

国UMIST）は2次元モデルによりCCOPEとCaPE
で観測された雷雲を再現し，上昇流の強さと霰の粒子

数密度の重要性を報告したが，霰とともに氷晶も重要

であること，再現された雲内の電場が1桁違うとの高

橋によるコメントもあった．観測的研究ではBeardら

（米国イリノイ大学）はミシガン湖上空の層積雲の航空

機観測を行い，CVIと凝結核測定器，電荷計，高精度

湿度計を組み合わせて，雲粒の数密度，雲水量，電荷

量を測定した．Blackら（米国NOAA）は小さなMCS

への航空機観測から層状域で電場が大きいことを報告

した．また，Hbllerら（ドイツDLR）はNOx（窒素

酸化物）の生成源としての雷放電という観点から

EULINOX観測プロジェクトにおける航空機，ドップ

ラーレーダー，ITF，LPATSによる観測結果を報告し

た．雷放電は上昇流コアのすぐ風下側に多く，そこで

は高濃度のNOxが観測された．個人的に興味をもっ

ていた電荷分離機構に関してはListら（カナダ・トロ

ント大学）による風洞実験が報告された．風洞内の霰

に氷晶を衝突させて発生する電荷を測定し速度依存性

を報告したが，チャンバーが水飽和の時にはTakaha－

shi（1978），氷飽和の時ではSaunders（1993）の理論

に近い結果になるということで，高橋から現実の大気

を考えたらどうかという少し意地悪な質問があった．

Listは答えをはぐらかしていたが，それに対して高橋

とSaundersが談笑していたのが印象的であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木賢士）

　2．5雲の数値モデリング

　このセッションでは，大気大循環モデル（GCM）か

ら雲解像モデル（CRM），さらに雲内の微物理過程その

もののモデリングにまで及ぶ，雲の数値モデルに関し

ての研究発表が行われた．発表は全部で24件で，うち

口頭発表が11件，ポスター発表が13件であった．いく

つかの研究発表について紹介する．

　まず，GCMに関する研究として，Bauerら（ドイツ

MPI）はGCM内での雲の取り扱い方をいろいろと変

え，ISCCPで観測された雲量とGCMで再現された雲

量との違いを修正するといった試みを行っていたが，

依然として両者の差は大きいようであった．また，

SmolarkiewiczとGrabowskiらNCARのグループ
による“Toward　Cloud－Resolving　Modeling　of　Cli．

mate”と題した発表では，彼らのGloba1CloudModel

が紹介された．

　Shieら（米国NASA）は，CRMを用いた熱帯域の

気候特性に関する報告を行った．これは，大気の鉛直

プロファイル，地表面フラックス，放射等の12個の組

み合わせにおいて，25日積分後の準定常状態を比較す

る感度実験であったが，地表面フラックス量，風の鉛

直シアーの2つが層状雲・対流雲の占める面積及び全

降水量への寄与が大きいことが示された．

　Petchら（英国気象局）は，気候モデルにおける放射

に，雲及び相対湿度のサブグリッドスケールの変動が

与える影響について，CRMを用いた研究結果を報告
した．

　Rasmussenら（米国NCAR）は，NCAR／PSUMM5
に微物理スキームを導入したモデルを用い，層状雲内

の“freezingdrizzle”（過冷却の霧雨）と“supercooled

largedroplet”（過冷却の大雲粒）の形成に関しての研

究発表を行った．雲頂付近の放射冷却の効果よりも低

濃度のCCNに起因した“SpectrumBroadening”（粒

径分布の拡幅）の効果の方がそれらの形成には大きく

働いていることが示された．

　降水粒子の衝突・併合過程の成長方程式，“Stochas－

ticCollectionEquation”（SCE）の数値解法として，

Simme1ら（ドイツLIM）によるモーメント法，Bott

（ドイツ・ボン大学）によるフラックス法を発展させた
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方法が紹介された．

　雲の数値モデリングは，観測及び実験技術とその精

度の向上によって得られる雲に関する新たな知見，そ

れをモデリングする技術と計算機リソースの発達，そ

してモデルから得られた結果の観測・実験へのフィー

ドバックによって発展してきた．近年，計算機能力が

急速な発達を遂げているなか，観測・実験と数値モデ

リングとの連携がさらに深まれば，この分野は今後

益々発展していくことを改めて感じたセッションで

あった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川野哲也）

　2．6雲の特性のパラメタリゼーション

　このセッションは題名のとおり雲の特性をどのよう

に数値モデルの中で表現するかということを主題とし

たものであったが，その対象は雲粒や降水粒子の粒径

分布の表現から，雲物理量のバルク法によるパラメタ

リゼーション，さらにはGCMや気候モデルにおける

雲の特性の表現まで，しかも具体的なパラメタリゼー

ションの方法から，その検証実験の結果，あるいは観

測からの提言など非常に広範囲であった．このセッ

ションではポスターも含めて24件の発表があったが，

残念ながら日本からの発表は1件もなかった．

　このセッションの内容を大きく分けると，CRMに

おける雲物理過程のパラメタリゼーションと，GCM

や気候モデルあるいは予報モデルなどの雲そのものが

パラメタライズされるようなモデルにおけるものに分

けられる．私は前者の発表が圧倒的に多いことを期待

していたのだが，意外なことにそれは全体の3割あま

りで，それ以外は後者に関する発表であった．印象で

は気候モデルにおける雲の特性をどう表現するか，特

に雲の放射に関する発表が非常に多かったように思わ

れる．また予報モデルにおける雲の特性の表現に関係

するものも多く，その背景には気象予測や気候に関す

る社会的要請に応えなければならないといった事情が

あることが察せられる．

　CRMにおけるパラメタリゼーションについては，

雲・降水物理過程のバルク法がほとんどで，粒径分布

を陽に扱うものについては雲のモデリングのセッショ

ンに振り分けられていた．ここではいくつかの新しい

バルク法のパラメタリゼーションの提案が目立った．

雲のモデリングのセッションなども含めて，雲モデル

におけるバルク法では混合比のほかに数濃度の時間発

展を解く方法が一般的になってきたという印象を受け

た．興味深かったのは数濃度だけではなく氷の粒径分

布を表すガンマ関数の傾斜パラメーターを予報変数と

して，その時間発展を解く方法を提案したものがあっ

た．また，その他のさまざまなバルク量を同様に予報

変数とするといった方法の発表もあった．

　気候モデル・GCMや予報モデルにおける雲のパラ

メタリゼーションでは，海洋性層積雲や大気境界層の

層積雲，中緯度巻雲，あるいは積雲を内包する層状雲

といった比較的非対流性の雲に関するものが多かった

印象がある．こうした雲における霧雨あるいは氷を含

む霧雨の効果をどのように表現するのかといった問

題，あるいはその放射特性に関する発表が多くみられ

た．雲の放射特性については他のセッションでも多く

見られたが，このセッションではその有効半径が実際

にはどのようなもので，それをどのようにパラメタラ

イズしてモデルにとりこむのかといった発表が多かっ

た．このほかに対流のパラメタリゼーションそのもの

に関する発表もいくつかあった．そのうち1つは深い

対流のものであったがそれ以外は浅い対流についての

ものであった．

　全体的にみて雲の特性を気候モデルやGCMにいか

に取り込むかといった問題が，特に放射を中心として

この分野では最近の話題になってきているようであ

る．このため対流性よりも層状性の雲の研究が多いよ

うだ．また，雲解像モデルにおけるバルクパラメタリ

ゼーションでは多モーメントのものが今後研究の主流

になっていくという印象を受けた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（坪木和久）

　2．7冷たい雨

　ColdCloudMicrophysics（「冷たい雨」の微物理）

という大きな表題でくくられたセッションであるため

発表件数が多く，18件の口頭発表と21件のポスター発

表があった．口頭発表は3つの小セッションに分けら

れた．

　1つ目のセッションでは，主として実験による研究

発表があった．福田ら（米国ユタ大学）は，一400C付近

の過冷却水の水蒸気圧についてスミソニアンテーブル

と異なる結果を示し，また，Saundersら（英国

UMIST）の氷晶増殖作用であるHallet－MossoP効果

の風速依存性を示す実験，Woodら（米国ワシントン

大学）による気相成長する結晶の数値実験，Dieh1ら

（ドイツJohannesGutenberg大学）による生物起源の

エーロゾルが氷晶核として働く割合の実験の結果が発
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表された．これらの研究はずいぶん前に発端があるが，

現在でもこのように研究が続けられているのを聴き，

未解決な部分に地道な研究が行われていると感じた．

さらに，Baileyら（米国ネバダ大学DRI）の巻雲中の

氷晶の晶癖を示す実験，Hallett（米国ネバダ大学DRI）

の雲内の雲粒分布の不連続性を示す観測例，Bakerら

（米国SPECInc．）の巻雲の粒径分布の観測例などの研

究発表があり，雲内の粒子の形状や粒子サイズを明ら

かにして気候問題を考える上で重要である雲と放射の

関係をよりクリアーにしようとする研究が増加してい

ると感じた．

　2つ目のセッションでは，観測結果をもとにした研

究が発表され，Rosenfeldら（イスラエル・ヘブライ大

学）は一38。C付近まで過冷却した水雲の存在の観測例

を示し，Heymsfieldら（米国NCAR）は，TRMMと

の比較を行うため熱帯の層状雲中の粒径分布を観測

し，粒径分布は雲頂からの距離に依存して変化するこ

とを示した．また，Hallら（米国NCAR）の雪片形成

の数値モデル，Baconら（米国ワシントン大学）の過

冷却水滴実験，高橋ら（北海道教育大学）の樹枝状結

晶の成長実験の発表があった．

　3つ目のセッションでは，高橋（桜美林大学）はビ

デオゾンデ観測結果をまとめたアジアモンスーンの雲

の特徴を示し，Hoganら（英国レディング大学）はレー

ダーとライダーを使った雲の観測から過冷却の水雲が

約3割観測されたことを示し，Korolevら（カナダ気

象局）は層状雲中Q観測から粒子の形状を4つのカテ

ゴリーに分類し，当たり前の結果であるが不規則形の

結晶が大部分を占めることを示した．

　今回の発表全体で気づいたことは，まず，雲内の構

成粒子の特徴（雲粒・氷晶の粒径分布，粒子の形状，

雲粒か氷晶か）を詳細に調べる研究例が多かったよう

に思う．気候問題を解くモデルに必要であるからであ

ろう．特に巻雲を対象にした観測や巻雲を意識した低『

温での実験の研究が多く見られた．また，これまでの

会議に比べ，実験による研究が多かったように思う．

実験的手法で長年にわたって研究されてきたHallet

氏が10cal　committeeの委員長であった影響かもしれ

ない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小西啓之）

　2．8境界層内の雲

　このセッションは，境界層内に発生する雲について

の11件の発表とそれに関係するポスター発表6件から
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構成されていた．内容は多岐にわたっていたので，ま

ず大きいスケールの研究からとりあげる．境界層雲の

消長に対する大循環の影響を調べたものと，アメリカ

西海岸沖の霧形成を，気象衛星とブイデータから論じ

た発表があった．

　次はモデルの改良に関する発表で，1つはGCMに

おける層積雲の光学的特性の改良の発表があった．そ

こでは，光学的厚さを雲頂における雲水の混合比と雲

の厚さの関数とした結果，観測値へより近くなった．

次の改良の発表は，とかく問題のあった境界層内の雲

量，雲のタイプの予報についてであった．その解決の

ために下層雲の乱流混合の精密なモデル化が重要であ

るので，境界層と対流スキームをリンクしたスキーム

を作成した．そのテストによると深い対流も浅い対流

もより現実的になった．

　次にモデルを使い，それぞれの因子の影響度を調べ

た発表があった．1つは，氷海上の境界層発達におけ

る放射過程を通しての氷晶数濃度の雲への影響であ

り，他の1つは，大陸上の境界層上積雲における初期

土壌水分量の雲への影響であった．

　境界層雲のモデル化には，まず素過程の解明が必要

である．その線上の発表が5件あった．雲量のパラメ

タリゼーションは，しばしば湿度の確率分布から導か

れる．そこで，湿度確率分布を観測データで検討した

結果，地面近くではガウス分布とひずんだ一山型分布

が卓越していたことと，ガウス分布に基づいたパラメ

タリゼーションがエラーが一番小さいことがわかっ

た．この種の研究は，境界層雲に限らず，一般的な雲

量のパラメタリゼーション改良のためにも必要と思っ

た．引き続き，1ake－effect降雪雲内の垂直流の階層構

造に注目し，中規模スケールの上昇域内における方が，

下降域内におけるよりも小規模スケールの変動が大き

いという力学的側面の発表があった．

　他方，海上の境界層雲内の小規模スケールの雲水量

の変動は，どこでもポアソン型になっていないという

雲物理的側面の発表があった．霧雨粒子の形成につい

ては，雲発達中は上昇流と正の相関があることを示し

た発表と，雲頂からの乾燥空気の混合によって，雲粒

が二山型になって霧雨粒子が形成されるという異なっ

た形成過程が示された．これらの研究は，霧雨粒子の

形成が雲の寿命を決める重要な因子であり，放射過程

を通して気温変動を起こす過程として注目すべきであ

ろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（播磨屋敏生）
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　2．9　エーロゾルの気候影響

　このセッションでは観測，数値シミュレーション，

統計的手法またはそれらの組合わせによりエーロゾル

の気候への影響が論じられた．中でもACE－2Cloudy－

Column　campaign関連の発表が続き，組織的に研究

が進められていると感じた．この中で筆者にとって新

鮮だったのは，artificial　neural　network　trainingと

いう統計手法を使って，観測された可視と近赤外の反

射率から雲の幾何学的厚さ（H）と雲粒数密度（N）を

求める方法である（Schuller，ドイツ・ベルリン自由大

学）．断熱過程を仮定し，雲拉数密度も雲内で一定と仮

定すれば雲の光学的厚さも雲粒の有効半径も（N，H）

の関数で表されるので，1000通りの（N，H）の組み合

わせでシミュレートされた反射率のデータセットを用

いてトレーニングを行い，反射率から（N，H）を逆算

するというものである．この方法で得られた値と直接

観測された（N，H）との比較の結果はあまり良く一致

しているようには見えなかった．ただ，エーロゾルの

気候への影響を論ずるためには，このNとエーロゾル

との関係が解明されなければならない．どの報告でも

この点が明確には解明されていないように思われた．

筆者はこの点に重点をおいた数値シミュレーションで

エーロゾルの雲の光学的性質への影響を論じたが，こ

れからは組織的に大規模に行われている観測プロジェ

ク，トの成果を取り込んでいく必要を感じた．

　次のステツプであるGCM用のエーロゾル間接効果

パラメタリゼーション開発のために，これらの観測結

果はPACEプロジェクトにおいてGCMスケールに
拡張されるとのことであった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（久芳奈遠美）

　2．10　雲の化学

　このセッションは12．1から12．3に分かれており，口

頭発表が15件，ポスター発表が17件（このうち3分口

頭発表付きが11件）であった．

　今回の発表で目に付いたのはCCNへの有機工一ロ

ゾルの寄与に関するものである．Puxbaumと
Limbeck（オーストリア・ウィーン工科大学）はオー

ストリア・アルプスで採取したエーロゾルと雲水中の，

有機成分の分析を行った．エーロゾルにはオクタデカ

ン酸などが検出されたのに対し，雲水中にはシュウ酸

やコハク酸，ピルビン酸などが多かった．粒子掃去

（particle　scavenging）の視点から考察された．

Facchiniら（イタリアISAO－CNR）は天然で存在しう

る1％以下の過飽和度で有機工一ロゾルがCCN濃度

を50％（都市）及び40％（非都市域），12％（海洋）増

加させることを考察した．また，海洋性工一ロゾルと

して塩化ナトリウム，非都市工一ロゾルとして硫酸ア

ンモニウムだけを考えた場合には，任意の成長時間で

の雲粒径は過大評価される．．Decesariら（イタリア

ISAO－CNR）は北イタリアで霧粒を採取し，霧粒子中

の有機・無機成分を調べ，溶質質量の25％は水溶性有

機成分であること及びその59％は酸性化合物であるこ

とを示した．有機工一ロゾルがCCNとして本当に寄

与しているとするならば，降水の形成に関わるばかり

でなく，雲のアルベドの計算に大きな影響を与える．

今後の更なる研究が望まれる．

　Bowerら（英国UMIST）はマンチェスター郊外に

ある丘の頂上付近にできた雲の中に移流した都市域か

らの汚染大気中粒子の一部しかCCNとして働かない

ことを見いだした．都市域で生成したばかりの人為起

源粒子は十分な吸湿性を有していないことを示す．

Mooreら（米国CSU）はカスケード慣性衝突法によっ

て，雲粒を5段階粒径に分別する捕集器を制作したが，

本格的な成果はこれからであった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋庸哉）

　2．11雷
　このセッションは口頭5題とポスター4題（展示さ

れたのは3題）の発表があった．大別すると，数値シ

ミュレーション関係5題，観測3題および実験関係1

題となる．

　Hong（中国科学院）らは，雲底温度が40C違うス

トームの雷粒形成プロセスを3次元数値シミュレー

ションで調べた．雲底温度の低い方が霰から雷への変

換率が高く，これは雷のエンブリオに霰が多いという

観測結果と一致した．Huang（中国科学院）らは，同

様のモデルで雷粒成長の数値シミュレーションを行

い，雪の重要性および降水粒子の雲中のリサイクリン

グの重要性を強調した．

　Dessens（フランス・トゥールーズ大学）らは，フラ

ンス南東部に展開している降雷記録計の観測結果を用

いて，週末に降雷頻度が高く，相対的に大粒径が増す

という，興味深い結果を報告した．週末以外ではトラッ

ク輸送，工場などの人間活動による雲核と氷晶核が増

加するので，あたかも地上からのヨウ化銀粒子の導入

による降電制御と類似の状況ではないかと述べた．人

問活動の気候への影響を示す一例として注目される．
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　vanden　HeeverとCotton（米国CSU）は，スーパー

セル型のストームの3次元数値シミュレーションで，

雷の平均粒径がストームの力学と形態に著しく影響す

ることを示した．Zhou（中国河南気象局気象改変部）

らは，チベット高原に隣接する中国南西部において，

朝のゾンデデータを初期条件とする降雷の予報実験を

行い，統計的方法より高精度の結果を得た．

　ポスター発表では，イタリアのストームの数値シ

ミュレーション結果とグルジアおよびスペインの降雷

のレーダー観測結果が報告された．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（梶川正弘）

　2．12　雲物理学の応用／気象調節

　セッション15は5題の口頭発表と3題のポスター発

表があった．口頭発表では層状雲に含まれた対流セル

に航空機着氷の危険のある過冷却雲粒が存在すること

を示した航空機観測の結果（Haufら；ドイツ・ハノー

バ大学），微水滴の蒸発による冷却でダウンバーストが

発生することを利用したエネルギータワーによる発電

効率についての発表（Tzivionら；イスラエル・テルア

ビブ大学），衛星搭載のマイクロ波放射計を地上のレー

ダー観測ネットワークと組み合わせることによって降

水短時間予報に役立つことを示す発表（Prodiら；イ

タリアISAO－CNR）があった．あとの2題は数値モデ

ルを用いたもので，Brownら（米国NOAA）は，航空

機着氷予報を目標にNCEPの現業用モデルRapid
Update　Cycle　mode1に降水粒子とあられの数濃度を

求めるスキームを取り入れた．Jinら（米国SAIC）は

狭領域で地形の複雑なところで細かいグリッド

（adaptive　grid）を採用した微物理過程を含む現業用

モデルを，冷たい雨の事例に適応した．得られた降水

分布は観測値とかなりよい一・致を示したが，総観ス

ケールの現象による降水はうまく表現できなかった．

このセッションは応用雲物理という事で，内容はさま

ざまだったが他の分野との境界領域，特に直接実用に

つながりそうな内容のものが多かった．

　セッション16は気象調節についてであったが，この

国際会議ではいままで取り上げられていなかった分野

のためか，発表数は口頭発表3題，ポスター発表1題

と非常に少なかった．Bmintlesら（米国NCAR）はメ

キシコで行ったシーディング実験の統計的な結果を示

し，南アフリカでの実験結果との比較を行った．Wood．

leyら（米国WWC）はタイ北西部で行った航空機観測

とドップラーレーダのデータから，この地域の対流雲

内では雲粒の衝突併合過程が降水形成に占める役割が

大きい事を示した．この他に中国から，地上に設置し

たマイクロ波放射計のデータからシーダビリティを見

積もった論文（Boら；中国気象改変局）や，ヨウ化銀

による降雷制御の数値モデルについての論文（Jifen

ら；中国南京気象研究所）が提出されていたが，いず

れもキャンセルになった．気象調節といっても，統計

的な話が主でモデルの結果や理論などの突っ込んだ話

が聞けなかった事は残念であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（星本みずほ）

　2．13　雲の大規模場特性

　このセッションでは，主として，レーダーも含めた

リモートセンシングを用いたメソ以上のスケールにお

ける雲分布や構造，またその解析手法の研究が扱われ

ていた．

　降水系と環境場の関係について，牛山ら（地球観測

フロンティア）はTOGA－COAREIOP観測結果から，

熱帯の降水活動による加熱鉛直分布は降水系の構造に

よって異なり，対流圏中部の相対湿度が加熱率と降水

系の構造に重要な要素であると指摘した．中井（防災

科学技術研究所）は熱帯と6月中旬以降の亜熱帯で

SSM／1可降水量とGMS上層雲量が良く対応し，可降

水量の大小は対流圏中部の相対湿度の変化によること

を示した．熱帯西部太平洋域で対流圏中部の相対湿度

が降水レジームに関係することが最近知られてきてお

り，衛星解析と特別観測の比較によって特徴的な環境

場と卓越する降水系構造の関係を明らかにできるよう

に感じられた．Kmgerら（米国ユタ大学）は積雲対流

と境界層との関係についてARM特別観測データと

モデル計算の比較結果を示した．

　メソ対流系やクラウド・クラスターの構造とその時

間変化についても，事例解析と統計的な解析の両面か

らの発表があった．歌ら（名古屋大学）はGAME－

HUBEXにおいて中国大陸上でドップラーレーダー

により観測した長寿命メソ対流系（MCS）を解析し，

層状域の位置の変化と下層コールドプールの発達とを

関係づけて議論した．若月と武田（名古屋大学）は，

TREX観測期間中に東シナ海上に現れたメソαス

ケールのクラウド・クラスターが，移動速度も構造も

異なる2種類のメソβスケールMCSの入れ替りに

よって維持されたことを示した．統計的なものでは，

KohlerとSoden（英国ECMWF）がGOESの毎時赤
外輝度温度を用いた熱帯，亜熱帯上層雲のトラッキン
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グの結果を発表した．彼らは雲域平均輝度温度が230

K以下になる上層雲について，雲域面積のピークは雲

域平均輝度温度が最小となる時刻から1～3時間遅く

なることを指摘した．また，Martinら（米国ウィスコ

ンシン大学）は熱帯クラウド・クラスターの変動を17

年間の高輝度雲（HRC）データを用いて調査し，HRC

にはOLRよりも強いENSOシグナルが表れたと述
べた．

　衛星データによる雲分布の解析手法については，

Linら（米国ハンプトン大学）がTRMMのVIRSと

TMIから放射理論に基づいて降水のない雲の雲物理

パラメーターを求めることを試みていたほか，Addor

（カナダMacGi11大学）らが雲の形態と分布の不均一

性を数学的に評価したパラメーター化の手法を提案し

た．地上からの雲量観測に関しては，Amiranashviliら

（グルジアIGGAS）のグルジアにおける地上目視観測

の報告，Hinkelmanら（米国PSU）のやや異色な，雲

分布の非等方性が雲量統計に与える影響についての

GATE観測をシミュレートしたデータを用いた発表

があった．その他，Pimachら（ウクライナ水文気象研

究所）のウクライナの低気圧，LiとZheng（中国気象

局）の河南省新郷におけるマイクロ波放射計観測の発

表があった．

　このセッションで用いられた手法は多様で，類似の

現象を対象に統計解析と事例解析とが行われている

ケースがいくつかあった．このことは，最近のリモー

トセンシングや雲物理観測，放射観測の進歩によって

様々な視点から広域の雲の研究が可能になってきたこ

とを意味すると考えられる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中井専人）

　2．14　前線に伴う雲と巻雲

　セッション18では，前線に伴う雲と巻雲に関する研

究発表が行われた．全部で15件（口頭10件，ポスター

5件）の発表があり，大別すると7編が観測，8編が

モデル計算に基づく論文である．

　まずモデルの分野では，GEWEX　Cloud　System

Studyのワーキンググループ2（GCSSWG2）に参加

する研究者の発表が目立った．このグループはStarr

（NASA／GSFC）を中心としてここ数年，主に巻雲の数

値シミュレーションに携わる各国の研究者が各自のモ

デルを用いた比較計算に焦点を当てた研究を進めてい

る．Linら（米国USRA）は氷晶の均質核形成のみの

シミュレーションにおいてさえ，定量的（例えば氷晶

数濃度）にみて観測とモデル間でかなりの不一致があ

り，一方，不均質核形成の計算では定性的なふるまい

がモデル問で異なるζとを示した．Brownら（英国気

象局）は，GCSSWG2のもう1つの柱である雲解像モ

デル（CRM）の相互比較プロジェクトの一環として，

英国気象局が開発したLESモデルによる巻雲のシ

ミュレーションを報告した．2つの氷晶核形成モード

による計算結果と氷晶の直接観測やレーダー観測の

データとの比較を通して，モデル内の微物理スキーム

が将来どのような手法を用いて改良されるべきかを紹

介した．このLESモデルを用いた巻雲や前線に伴う雲

のシミュレーションに関する他の報告に象徴されるよ

うに，英国気象局が組織的にGCSSWG2へ参加してい

るのが注目された．また，米国においても指導教授の

もと大学院生が2次元や3次元のモデルを独自に開発

して巻雲のシミュレーションに関する研究を行うケー

スが多く，近年この分野が急速に盛んになってきたこ

とがうかがわれた．

　観測の分野では，Schmittら（米国SPECInc．）が，

独自に開発したCloudParticlelmagerProbe（CPI）

を使い，北極域・中緯度・熱帯域でここ2，3年間に

得た巻雲の氷晶データについて予備的な比較結果を報

告した．氷晶の形から解析すると，極域・中緯度では

砲弾集合型が卓越しているのに対し，熱帯域では砲弾

集合型は少なく不規則な結晶が多く観測されたことを

示した．Wendlingら（ドイツDLR）は，比較的発生

初期の飛行機雲の雲物理と放射特性の同時測定を行

い，氷晶の粒径分布の時間変化と雲による光学的厚さ

の断面構造を示し，雲微物理測定から得られる放射強

制の計算結果を報告した．筆者ら（気象研究所）は，

雲粒子ゾンデ（HYVIS）から得られた中緯度巻雲の微

物理特性の統計的特徴を報告し，質量や投影断面積に

対する氷晶の粒径別寄与や，雲頂付近の氷晶数濃度が

今まで得られた氷晶核形成の知見から期待されるほど

強い温度依存性がないことを示した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（折笠成宏）

　2．15対流雲

　このセッションは最終日の最後のセッションでめっ

た．私にとっては興味深い分野であるが，この学会の

参加者は雲物理がメインであったため，このセッショ

ンでは人数がかなり寂しかったことは否めない．内容

は観測，解析，数値実験と多岐にわたっていた．

　Stithら（米国NCAR）は，ノースダコタ大学の観測
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用航空機（Citation）を用いて，世界各地の対流性およ

び層状性の雲内の粒径分布と粒子の種類を高度別に調

べた．この結果を，GATEのゾンデ観測を基にGCEモ

デルを用いたシミュレーションと比べると，降水混合

比はモデルと観測で良く合っているが，モデルでは霰

を主としているのに対し，観測ではほとんどが雪片で

あるという不一致がみられた．今後TRMMデータを

利用して加熱プロファイルを計算する場合や受動型マ

イクロ波センサーを利用して降水量を計算する場合な

どで，粒子を霰とするか雪とするかによっては，結果

に大きな影響があり，今後さらにモデルを改良してい

く必要がある．

　Plattら（米国CSU）は，地上からのライダーと放射

観測を組み合わせたLidar／radiometer（LIRAD）法に

よりアンビルの雲底の温度を測定し，巻雲の雲底でか

なり強い冷却が起こっていることを観測により初めて

示した．この冷却率は湿度と雲水量から計算した値よ

りやや大きめであったが，同じオーダーであった．

　Braunら（米国NASA）は，水平解像度1．3kmの

高分解能モデル（MM5）によるハリケーンのシミュ

レーションを紹介した．その結果，壁雲では降水生成

には暖かい雨が最も重要であること，壁雲よりも外側

に位置する対流雲の降水帯では輸送された氷粒子の融

解によって雨が形成されていることなどを示した．

　Taoら（米国NASA）は，3つの氷粒子のカテゴ
リーを使用する31CEと，4つのカテゴリーを用い，さ

らにいくつかの先端的なパラメタリゼーションを取り

入れた41CEの2種類のGCEモデルを用いて，熱帯ク

ラウドクラスターのシミュレーションを行った結果を

紹介した．その結果，発達過程やメカニズムには違い

は現れなかったが，層状域の発達スピードが31CEの方

が早く，降水粒子の構成は全く違うものになった．

　Carvalhoら（ブラジルサンパウロ大学）は気象衛星

GOES－8の雲頂温度（TBB）データを用いて，ブラジ

ルのクラウドクラスターのトラッキングを行い，西風

レジームと東風レジームの時のクラウドクラスターの

数や寿命，日変化について論じた．

　坪木ら（名古屋大学）は，GAME－HUBEXで観測さ

れたスコールラインの構造を，レーダーデータと数値

シミュレーションによって紹介し，ラインに平行なシ

アーの重要性を示した．

　この他にも熱帯の対流雲および層状雲の航空機観測

（Kingsmi11ら（米国ネバダ大学），Willisら（米国

NOAA）），雲の周りの気流の航空機観測（Bogner（米
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国ハワイ大学）），衛星画像による解析（Porcuら（イ

タリア・フレーラ大学），Bomarら（米国TNRCC）），

レーダー観測（Horikomiら（北海道大学），出世ら（名

古屋大学）），地上観測（Lin（中国江南気象研究所），

Hanら（中国GIET）），数値実験（Gaudetら（米国

CSU），Brizuelaら（アルゼンチン・ブエノスアイレス

大学），Gurovich（ロシアRCARS））など，多岐にわ

たる発表があった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（牛山朋来）

　3．会議の印象

　今回のICCPは私にとって初めての国際会議だった

のでどんなものだろうと興味津津で出席しました．ま

ず何よりも，私自身の興味の対象である雲内部の水（氷

も含めた）粒子の特徴・挙動に着目した研究発表の数

が多く，さすがICCPと感心させられました．また，そ

のような研究に若手の研究者が取り組んでいることに

刺激を受けました．その一方で，メソスケール現象を

論じる発表の件数が少ないように思えました．今日，

メソ気象分野との横断的な議論が必要不可決なのでは

ないでしょうか．

　会議の開催地リノに一週間滞在している間，常に雲

一つない快晴で非常に乾燥しており，外出する際は水

のボトルを手放せませんでしたが，一度だけ，乾いた

空に巻雲が現われたことがありました．その時は，な

るほど大気があれば水はどこにでもやって来ると感慨

を覚えました．

　本会議出席にあたり，国際学術交流委員会より旅費

の一部を援助していただきましたことに深く感謝いた

します．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（橋本明弘）

　今回の会議で特に印象に残ったのは，雲物理を取り

扱った研究の幅の広さと数の多さであった．その一方

で「国際雲・降水会議」と銘打ってはある中，メソ気

象学，中でもドップラーレーダデータを扱った研究は，

日本からの参加者を除くとほとんどなく，少々物足り

ない感をぬぐえなかった．

　筆者はポスター発表を行ったが，個々のポスターの

掲示領域が広く，通路もたっぷりととってあったため，

活発な討論が行われているポスターの前でも，さほど

混雑感は覚えなかった．（余談だが，掲示されているポ

スターの中で，とりわけB全紙出力のものが目を引い

た）．発表件数が多かったためか，ポスターセッション
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も会期の前半と後半にわけた2部構成で行われた．14

日（初日）の夕方の発表の筆者の場合，ポスターの掲

示から発表まで，わずか数時間しかないことになる．

そのため大変目まぐるしい会議初日となった．

　次回のICCP開催地，イスラエルヘも状況が許せば

是非のぞみたい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金田幸恵）

　これまでにもアジアの研究者と交流する機会はあっ

たが，今回ICCPに参加して，雲降水に限られた会議で

あるにもかかわらず，集まった研究者の数や研究分野

の多さに，雲と降水の複雑さや奥の深さを改めて感じ

た．さらに，研究成果を報告するだけでなく議論をす

る段階から，海外の研究者とも交流を持つことの必要

性と面白さを実感することができた．また，同世代と

思われる学生や若手の研究者のバイタリティーあふれ

る姿には，大いに刺激を受けた．

　今回ICCPが行われたアメリカ合衆国ネバダ州リノ

市はカジノの街であり，リノ空港に到着するやいなや，

スロットマシンを目の当たりにした．また砂漠の街ら

しく，1週間の滞在期間中に雲を眺めることはほとん

どなく，学会や雲・降水とは無縁であるような印象す

らあった．ところが，学会終了後ある大きな滝を訪れ

た時に，大気があまりにも乾燥しているため，流れ落

ちる大量の水が，途中で蒸発してしまい地上まで達し

ないという，日本では考えられない光景に出会った．

それにもかかわらず，滝は流れ続け近くの川には水が

潤っている．いつも湿潤な場所で雨を観測している私

にとって，このような水循環は非常に不思議であり，

砂漠の街ならではの貴重な経験をすることができた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出世ゆかり）

　略語一覧

ACE：Aerosol　Characterization　Experiment

ARM：Atmospheric　Radiation　Measurement　pro－

　gram
AVHRR：Advanced　Very　High　Resolution
　Radiometer（改良型超分解能放射計）

CaPE：Convection　and　Precipitation／Electrifica－

　tion　Experiment

CCN：Cloud　Condensation　Nuclei

CCOPE：Cooperative　Convective　Precipitation

　Experiment

CETP：Centre　d’etudes　des　Environnements　Ter一

　restre　Planetaires

COARE：Coupled　Ocean　and　Atmosphere　Response

　Experiment（西太平洋大気海洋相互作用研究計画）

CRM：Cloud－Resolving　Mode1（雲解像モデル）

CSU：Colorado　State　University

CVI：Comterflow　Virtual　Impactor

DLR：Deutscher　Zentmm　fur　Luft－und　Raumfahrt

　（ドイツ航空宇宙センター）

ECMWF：European　Centre　for　Medium－range

　Weather　Forecasts（ヨーロッパ中期天気予報セン

　ター）

ENSO：ElNinoandSouthemOscillation（エルニー

　ニョ／南方振動）

EOS－PM：Earth　Observing　System　PM（NASAが

　2001年7月に打ち上げ予定の地球観測衛星．EOS－

　Aquaに改称．PMは観測時刻が午後の意味．）

EULINOX：’European　Lightning　Nitrogen　Oxides

　Project

GAME：GEWEX　Asian　Monsoon　Experiment（ア

　ジアモンスーンエネルギー・水循環研究観測計画）

GCE：Goddard　Cloud　Ensemble　model

GCM：General　Circulation　Mode1（大循環モデル）

GCSS：GEWEX　Cloud　System　Study（GEWEX雲

　システム研究）

GEOS：Goddard　Earth　Observation　System
　（NASA／GSFC〈ゴダード宇宙センター＞のモデル／

　データ同化システム）

GEWEX：Global　Energy　and　Water　Cycle　Experi－

　ment（全球エネルギー水循環研究計画）

GIET：Guilin　Institute　of　Electric　Technology

GOES：Geostationary　OrbitingEnvironmemtal　Sat－

　ellite（NOAAの現業用静止気象衛星）

GSFC：GoddardSpace　FlightCenter（ゴダード宇宙

　飛行センター）

HRC：Highly　Reflective　Clouds

HUBEX：GAME－Huaihe　River　Basin　Experiment

　（中国准河流域観測計画）

HYVIS：HydrometeorVideosonde（気象研究所が開

　発した雲粒子ゾンデ）

IAMAS：Intemational　Association　for　Meteoro1－

　ogyandAtmospheric　Sciences（国際気象学・大気

　科学協会）

ICCP：International　Conference　on　Clouds　and

　Precipitation（国際雲・降水会議）
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IGGAS : Institute of Geophysics of Georgian Acad-

emy of Science 

IOP : Intensive Observation Period (~~4~~!~U~1~R~) 

ISAO-CNR : Istituto di Scienze dell'Atmosfera e 

dell'Oceano-Consiglio Nazionale delle Ricerche 

(Institute of Atmospheric and Oceanic Sciences-

National Research CounciD 

ISCCP : International Satellite Cloud Climatelogy 

Project (~I~.;~*~~~:~:~~f~~~IL~il~u) 

ITF : VHF-interferometer 

JATMEX : Japan Australia Tropical Mesoscale 

Experiment 

LES : Large Eddy Simulation 

LIM : Leipziger Institute fur Meteorologie 

LIS : Lightning Imaging Sensor (TRMM i~~*~r~'~;~~:~~~~' 

LPATS : Lightning Positioning and Tracking Sys-

tem 
MCS : Mesoscale Cbnvective System (/ y5~f~f~~~) 

MM5 : The Fifth-Generation NCAR/Penn State 
Mesoscale Model (~~ ~/ ~/ )v /~~ 7 ,J'[,[ ~L1*~ ~~ -~F/ 

NCAR )c ') ~, '-T~)v~i~ 5 }i~) 

MPI : Max Plank Institute ( ~ 4 y . 7 y ~7 ~ 7~ )l 
~7 ~f ~,~:~iz~~ji) 

NASA : National Astronautics and Space Adminis-

trarion (~~l~~t=v~~z~T~~) 

NCAR : National Center for Atmospheric Research 

(~~l ~~~~~~F~iz~,~:Jlz )/ ~ -) 

NOAA : National Oceanic and Atmospheric 
Administration (~~li~~i~j~~rt) 

OLR : Outgoing Longwave Radiation 

OTD : Optical Transient Detector 

PACE : Parameterization of the Aerosol Climatic 

Ef f ect 

PICASSO-CENA : Pathfinder Instrurnents for 

Cloud and Aerosol Spaceborne Observations 

Climatologie Etendue des Nuages et des Aerosols 

PSU : Pennsylvania State University 
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RCARS : Research Center for Atmospheric Remote 

Sounding 

SAIC : Science Applications International Corpora-

tion 

SSM/1 : Special Sensor Microwave Imager DMSP 

<Defense Meteorological Satellite Program> (~ 

TMI : TRMM Microwave Imager (TRMM ~~:~~7 

TNRCC : Texas Natural Resource Conservation 

Commission 

TOGA : Tropical Ocean-Global Atmosphere Pro-

gramme (~~ll~i~~l~~~~i~~~~~f~,~:~~f~~iU~1) 

TREX : Torrential Rainfall Experiment 

TRMM : Tropical Rainfall Measuring Mession (~f~ 

fl~~~~~f~j:~~~~*~r~~~ <1997~F11FI ~c~Ti~ Ji~f ~ tL7t FI~ 

~~J~) ~ y ~/ ~ )/~;*~r~~;>) 

UMIST : University of Science and Technology in 

Manchester 

USRA : Universities Space Research Association 

VIRS : Visible and infrared Scanner 

WWC : Woodley Weather Consultants 
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